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技術課題ア①-(2)解析レイヤ合成による電波伝搬特性の構成技術
技術課題ア①-(1)

実測値に基づくシナリオ固有の
電波伝搬特性の構成技術

実測された伝搬チャネル応答の
空間標本から，連続的な伝搬チ
ャネル応答を再構成
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仮想無線機の無線リンク性能評価に
向けた標準チャネルモデルの提案

SoS-TDLチャネルと
時間周波数相関が
等価な標準チャネル

モデルへの変換

仮想無線機向け統計
モデルへの変換 
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オーケストレータからの
端末の移動情報

グリッドから端末位置までのSoS-TDL
パラメータを補間
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疑似無線機向けSoS-TDLチャネルと仮想無線機向け統計モデルはエミュレータに実装されている
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直接波成分の遅延とドプラ、
ライス係数、ドプラと遅延の

広がりを抽出する。
SoS-TDLチャネル
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標準的な仲上ライスフェー
ジングチャネルを生成

遅延

散乱成分の指数減衰
モデルプロファイル

直接波成分

遅延プロファイル

ドプラ

ドプラプロファイル

直接波成分

Jakes (Clarke) 

モデル

端末間通信 (D2D)基地局(BS)-端末(MS)間
通信(BS-MS)

伝搬特性を1層(BS-MS)または2層(D2D)の
パスグリッドデータとしてデータベース化

パスグリッドデータ(PGD)とパラメータ補間を用いた
SoS-TDLチャネル生成技術

仮想空間 仮想空間

実空間での測定

グリッド補間の妥当性検証
❑直接計算とグリッド補間で比較
➢ オフィス環境
➢ 周波数：5.25GHz
➢ 移動速度： 1.43m/s（送信機・受信機とも）
➢ グリッド間隔：1m，0.5ｍ
➢ SoS-TDLモデル：6タップ、10パス/タップ

オフィス環境(1mグリッド)

パスグリッドデータの補間によりエミュレータ上で連続的な
チャネル応答の生成が可能

円形アレーは、測定されたチャネル応答
から角度パラメータを取得する

SoS-TDLモデルから標準チャネルへの変換例

標準モデル
➢直接波成分
➢散乱波成分
⚫ ドプラ：Jakesモデル
⚫遅延：指数関数

SoS-TDLからマッピング
➢ライス係数
➢コヒーレント時間
➢コヒーレント周波数

解析レイヤ合成による電波伝搬特性の
構成技術

パスグリッド
データ

パスグリッド
データ
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